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（１）日本における中国産たまねぎの位置
付け

日本のたまねぎ供給量の約２割は輸入品
でほとんどが生鮮、そのうち約９割が中国
産である（図１、図２）。中国産の生鮮た

まねぎの月別輸入量を見ると、毎月一定数
量が輸入されており、特に主産地である北
海道産が出回らなくなる夏場の数量が多い

（図３）。
また、乾燥たまねぎは、粉状のものやき

ざみたまねぎなどが該当する。

主要国の野菜の生産動向等
調査情報部

１　中国

日本が輸入するたまねぎは、約９割が中国産であることから、今月号では、主産地の一
つである雲南省を中心に中国のたまねぎの生産動向等を紹介する。

図１　日本のたまねぎ供給量（2015年）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：農林水産省「野菜生産出荷統計」、財務省「貿易統計」）
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なお、本稿中の為替レートは１元＝17
円（2017年２月末日ＴＴＳ相場：16.70
円）を使用した。

（２）生産動向

中国では、たまねぎはさまざまな地域で
生産されているが、とりわけ生産が盛んな
地域は、雲

うん

南
なん

省、山
さん

東
とう

省、甘
かん

粛
しゅく

省である。
主にこの３省でリレー出荷されているが、
このうち雲南省は、中国の南西部に位置す
ることから、１年のうちで収穫時期が最も

早い。なお、山東省、甘粛省については、
2016年10月号を参照されたい。

雲南省におけるたまねぎの主産地は、元
げん

謀
ぼう

県、建
けん

水
すい

県、通
つう

海
かい

県であり、それぞれ雲
南省全体の作付面積のおよそ４割、４分の
１、１割を占めている（図４、写真１）。

（注）：中国では、大きい行政区分から順に、「省級
（省、直轄市など）」、「地級（地級市、自治州
など）」、「県級（県、県級市など）」などとなっ
ている。元謀県は、楚

そ

雄
ゆう

彝
い

族
ぞく

自治州内の県、
建水県は紅

こう

河
が

哈
は

尼
に

族
ぞく

彝
い

族
ぞく

自治州内の県、通海
県は玉

ぎょく

渓
けい

市（地級市）内の県である。

図２　生鮮たまねぎの年別輸入量

図３　中国産生鮮たまねぎの月別輸入量および輸入単価（2016年）
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資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）

資料：農畜産業振興機構「ベジ探」（原資料：財務省「貿易統計」）
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雲南省では、黄たまねぎと赤たまねぎが
栽培されており、前者が作付面積の約６割、
後者が約４割となっている。黄たまねぎの
主な品種は「太陽806」、「太陽一号」で
あり、赤たまねぎは「玉

ぎょく

皇
おう

」、「馬
ば

西
せい

迪
てき

」で
ある。栽培暦としては、７月に播

は

種
しゅ

し、８
月から９月にかけて定植、翌年の３月から
４月にかけて収穫される。なお、黄たまね
ぎと赤たまねぎで栽培暦に大きな差はな
い。（図５）。

写真１　雲南省で収穫されたたまねぎ
（新華網提供）　　  　
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図４　雲南省のたまねぎ主産地分布図
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資料：聞き取りにより機構作成
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近年の生産動向を見ると、作付面積、収
穫量ともに年ごとに大きく変動している。
これは、生産者がそのときどきの相場に敏
感に反応して、生産を拡大・縮小している
ことが一因とみられている。こうした中、
2016年は、後述するようにたまねぎ相場

が高水準で推移しており、2017年の生産
増加が予想されたため、雲南省政府当局は、
生産者に対して、作付面積を縮減するよう
指導を行った。その結果、同年の収穫量は
前年を大幅に下回る見込みである（表１）。

（３）生産コスト

10アール当たり生産コストの動向を見
ると、2016年は5144元（８万7448円、
2013年比35.0％増）と、大幅に増加し
ている（表２）。項目別に見ると、近年の

中国の野菜栽培で恒常化している土地代と
人件費の増加に加え、種苗費の増加も見ら
れている。土地代の上昇率は中国の平均を
上回っているとみられており、また、人件
費は、主に播種や収穫に際しての一時雇用
に対するものである（写真２、写真３）。
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図５　雲南省のたまねぎの生育ステージ

資料：聞き取りにより機構作成
　注：�本図は、播種、定植、収穫が最も集中する時期を表しており、それぞれの作業は前後の時期にも実際には行われているとみ

られる。

表１　雲南省のたまねぎの作付面積、収穫量および単収の推移

年
作付面積（ha） 収穫量（千トン） 単収（トン／ 10a）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

前年比
（増減率）

2013 年 4,333 ▲ 35.0％ 220 ▲ 38.9％ 5.08 ▲ 6.0％
2014 年 6,667 53.9％ 500 127.3％ 7.50 47.7％
2015 年 6,133 ▲ 8.0％ 460 ▲ 8.0％ 7.50 0.0％
2016 年 6,500 6.0％ 500 8.7％ 7.69 2.6％
2017 年 3,333 ▲ 48.7％ 200 ▲ 60.0％ 6.00 ▲ 22.0％

資料：雲南省農業庁種植業管理処、元謀県農業局蔬菜外銷弁公室
注１：年は、収穫期の属する年を基準に表記しており、作付けは前年に実施。
注２：2017年は見込み。
注３：単収は収穫量を作付面積で除して算出。四捨五入の関係から、項目間の計算において、誤差が生じることがある。
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（４）価格動向

近年の雲南省のたまねぎの価格推移を見
ると、収穫期の3月、4月から収穫直後の
5月にかけて下落し、その後徐々に上昇す
る傾向がある（図６）。

2016年の価格は、下半期は例年並みに

戻ったものの、上半期は、比較的高水準の
推移となった。これは、2015年末に山東
省や甘粛省におけるたまねぎ在庫が減少し
たことによって、雲南省産への需要が高
まったことや、それに伴う買い取り業者の
売り惜しみによるものとみられている。

表２　たまねぎの10アール当たり生産コスト（雲南省元謀県）

項目
2013 年（元／ 10a） 2016 年（元／ 10a） 2016 年 /

2013 年比
（増減率）

円換算
（円／ 10a）

円換算
（円／ 10a）

土地代 1,349 22,933 2,249 38,233 66.7％

種苗費 675 11,475 900 15,300 33.3％

肥料農薬費 675 11,475 675 11,475 0.0％

資材費 150 2,550 150 2,550 0.0％

農機具費 150 2,550 150 2,550 0.0％

人件費 750 12,750 960 16,320 28.0％

その他 60 1,020 60 1,020 0.0％

合計 3,809 64,753 5,144 87,448 35.0％

資料：元謀県農業局蔬菜外銷弁公室
注１：2016年は見込み。
注２：四捨五入や為替換算の関係から、項目間の計算において、誤差が生じることがある。

写真２　�収穫されたたまねぎは、25キロ
グラム入りの袋に詰められる（新
華網提供）

写真３　�袋詰めされたたまねぎは、トラク
ターでトラックまで搬送される

（新華網提供）。
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（５）国内向け出荷動向

雲南省で収穫されたたまねぎは、国内仕
向けと輸出がおおむね半分ずつとなってい
る。黄たまねぎは、約８割が輸出されるた
め、国内仕向けは少ないが、主に中国東北
部に仕向けられている。一方、赤たまねぎ
は、国内仕向けが中心であり、主に上海、
浙江省、広東省など華中から華南にかけて
の沿岸部に仕向けられている。

（６）輸出動向

中国のたまねぎ輸出は生鮮（冷蔵品）が
中心であり、おおむね増加傾向で推移して
いる。主な輸出先は、日本や韓国、ロシア、
東南アジアであり、いずれも近隣諸国であ

る。2016年の輸出量は、韓国の豊作に伴っ
て同国からの需要が減少したことから、前
年を下回っている（図７）。

雲南省産のたまねぎのうち、約６割を占
める黄たまねぎは、主に日本、韓国、ロシ
アへ輸出されている。また、近年は、山東
省の野菜加工輸出企業が、雲南省産の黄た
まねぎを調達し、むきたまねぎに加工して、
日本や韓国へ輸出する動きが広がってい
る。一方、約４割を占める赤たまねぎは、
主に国内仕向けであるが、数量は少ないな
がら、マレーシアやインドネシアなど東南
アジア諸国を中心に輸出されている。赤た
まねぎは一般に辛みがやや強く、炒め料理
に適しており、そうした特性と現地の需要
が関係していると推察される。

図６　たまねぎの卸売価格の推移（雲南省）

図７　中国のたまねぎ（生鮮・冷蔵）の国別輸出量

0 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 

（元／kg）

（月）

2014年 2015年 2016年 2017年 

0 
100 
200 
300 
400 
500 
600 
700 
800 
900 

1,000 

07  08  9  10  11  12  13  14  15  16  

（千トン）

（年）

その他 

ロシア 

韓国 

フィリピン 

マレーシア 

ベトナム 

日本 

資料：中国蔬菜網、通海県金山野菜卸売市場

資料：「Global Trade Atlas」
　注：HSコードは070310。
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（１）ブロッコリー、レタスおよびセルリー
の生産動向

ア　ブロッコリー
（ア）作況および作付面積

2017年２月初旬、多雨による収穫作業

の遅れにより、供給量は減少した。一方、
２月中旬の時点では、フレズノ郡で順調な
生育が報告された。

なお、本稿中の為替レートは、１米ドル＝
114円（2017年２月末日ＴＴＳ相場：
113.56円）を使用した。

（イ）生産者価格
2016年12月の生鮮ブロッコリーの生

産者価格は、出荷量が安定していたことか
ら、前年同月比58.8％安の１キログラム
当たり0.77米ドル（88円）となった（表
１）。

また、２月は、天候不順により出荷量が

減少したことから一時上昇したものの、メ
キシコ産およびアリゾナ州産の出回り量の
増加により、落ち着きを取り戻した。２月
中旬時点では、インペリアル郡産などは、
１カートン（14個入り）当たり約10〜
11米ドル（１キログラム当たり0.96〜
1.06米ドル：109〜121円）で取引され

２　米国

米国からは、日本への輸出が多いブロッコリー、レタス、セルリーについて、それらの
主産地であるカリフォルニア州を中心とした生産動向などを紹介する。また、トピックス
として、近年のレタスの生産および輸出状況について報告する。

リバーサイド郡

図１　カリフォルニア州の地図

資料：機構作成
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（ウ）対日輸出動向
2016年12月のブロッコリーの対日輸

出量は、前年同月比11.2倍の1696トン
となった（表２）。この要因として、台風

などによる日本での国産品の品薄が考えら
れる。また、輸出単価は同11.6％安の１
キログラム当たり1.29米ドル（147円）
と、前月からやや上昇した。

（エ）東京都中央卸売市場のブロッコリー入
荷量および価格

2016年12月の東京都中央卸売市場の
米国産ブロッコリーの入荷量は、前年同月
比7.9倍の143トンと前年を大幅に上回っ
た。卸売価格は１キログラム当たり314

円となり、大きく上昇していた前月から下
落したものの、依然高値を維持した（表
３）。なお、同月、同市場で最も入荷量が
多かったのは愛知県産であるが、前年同月
比42.5％減の約622トンであり、卸売価
格は、米国産を上回る同333円であった。

イ　レタス
（ア）作況および作付面積

モントレー郡では、１月から２月中旬に
かけて降雨が続き、直

じか

播
まき

作業に遅れが生じ
た。これにより、サリナスバレーの生産者
間では、４月以降の供給量の減少が懸念さ
れている。

２月中旬に出荷されていた結球レタス
は、変色や変形球、カビの発生などが報告
され、ロメインレタスおよびリーフレタス
ではチップバーンなどが確認された。

（イ）生産者価格
2016年12月の結球レタスの生産者価

ていた。なお、サンタバーバラ郡サンタマ
リア産は同６米ドル（同0.58米ドル：66

円）で取引された。

表１　全米の生鮮ブロッコリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 1.87 1.12 0.59 0.68 0.87 1.06 1.09 0.80 0.62 0.81 0.83 0.79 0.77

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表２　米国産ブロッコリーの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 152 648 1,561 2,562 3,024 2,117 2,780 2,387 2,761 3,628 3,829 3,837 1,696
輸出額 222 738 1,916 2,980 3,630 2,478 3,485 2,944 3,331 4,013 4,574 4,740 2,192
単　価 1.46 1.14 1.23 1.16 1.20 1.17 1.25 1.23 1.21 1.11 1.19 1.24 1.29

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表３　東京都中央卸売市場の米国産ブロッコリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入 荷 量 18 4 33 178 162 143 117 115 118 160 189 150 143
卸売価格 173 331 335 314 353 323 343 340 310 379 398 351 314

資料：東京都中央卸売市場
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格は、害虫被害などによる品質および出荷
量への影響により、前月からは上昇したも
のの、前年同月比41.2％安の１キログラ
ム当たり0.67米ドル（76円）と、なお低
調に推移した（表４）。

２月の価格は、天候不順による作柄不良
や出荷量の減少により、全般的に上昇し、
２月中旬時点では、結球レタスは１カート

ン当たり約16米ドル（１キログラム当た
り約0.70米ドル：約80円）、ロメインレ
タ ス は 同 約15〜21米 ド ル（ 同0.66〜
0.93米ドル：約75〜106円）、グリーン
リーフレタスは同約16〜19米ドル（同
0.70〜0.83米ドル：約80〜95円）で取
引された。

（ウ）対日輸出動向
2016年12月の結球レタスの対日輸出

量は、前年同月比4.8倍の233トンで、輸
出単価は同14.4％高の１キログラム当た
り1.19米ドル（136円）であった（表５）。
一方、結球レタス以外のレタスの対日輸出

量は、同約3.5倍の78トンで、輸出単価は
同36.7％高の１キログラム当たり3.31米
ドル（377円）であった（表６）。輸入量
増加の要因として、台風などによる国産品
の不足と価格高騰があるとみられる。

（エ）東京都中央卸売市場のレタス入荷量お
よび価格

2016年12月の東京都中央卸売市場の
結球レタス以外の米国産レタス（ロメイン

レタス、フリルレタスなど）の入荷量は、
前年同月比25％増の0.5トンで、卸売価格
は１キログラム当たり518円（前年同月
比25.4％高）であった（表７）。

表４　全米の結球レタスの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 1.14 0.93 0.46 0.34 0.46 0.72 0.57 0.57 0.46 0.46 0.45 0.59 0.67

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表５　米国産レタスの対日輸出量および輸出額（結球レタス）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 49 128 176 144 120 197 205 253 330 389 458 505 233
輸出額 51 144 208 203 171 223 216 245 342 435 490 531 277
単　価 1.04 1.13 1.18 1.41 1.43 1.13 1.05 0.97 1.04 1.12 1.07 1.05 1.19

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）

表６　米国産レタスの対日輸出量および輸出額（結球レタス以外）
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 22 68 80 40 39 27 14 29 4 50 1,197 417 78
輸出額 42 81 169 121 60 29 12 77 12 99 2,478 899 258
単　価 1.95 1.20 2.12 3.03 1.52 1.07 0.86 2.63 3.24 1.99 2.07 2.16 3.31

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）
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ウ　セルリー
（ア）作況および作付面積

２月上旬時点では、サンタマリア産の品
質はおおむね良好と報告されていた。２月
中旬、モントレー郡では、豪雨に見舞われ
たものの、一部で定植作業が行われていた。

（イ）生産者価格
2016年12月のセルリーの生産者価格

は、各産地の作柄が良好であったため、１

キログラム当たり0.38米ドル（43円）と
前月から下落した（表８）。

２月第２週の時点では、アリゾナ州産の
供給が安定していたことに加え、セルリー
の需要が落ち着いていたため、前月から横
ばいで推移し、ベンチュラ郡オックスナー
ド産は１カートン（24茎）当たり約９米
ドル（同0.33米ドル：38円）で取引され
た。

（ウ）対日輸出動向
2016年12月のセルリーの対日輸出量

は、前年同月比87.4％増の431トンで、

輸出単価は、前月から下落し、前年同月並
みの１キログラム当たり0.73米ドル（83
円）となった（表９）。

（エ）東京都中央卸売市場の入荷量および価格
2016年12月の東京都中央卸売市場の

米国産セルリーの入荷量は、前年同月比
48.0 ％ 増 の37ト ン で、 卸 売 価 格 は 同
19.1％高の１キログラム当たり212円で

あった（表10）。なお、同月に最も入荷量
が多かったセルリーは静岡県産（470ト
ン）であり、価格は米国産を大幅に上回る
同260円であった。

表７　東京都中央卸売市場の米国産レタスの入荷量および平均卸売価格（結球レタス以外）
（単位：トン、円/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入 荷 量 0.4 0.4 6.0 0.5 0.5 0.2 0.5 0.2 0.5 0.4 1.6 1.6 0.5
卸売価格 413 518 535 518 518 518 399 518 518 518 239 106 518

資料：東京都中央卸売市場

表８　全米の生鮮セルリーの生産者価格
（単位：米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

生産者価格 1.32 1.48 0.66 0.41 0.44 0.58 0.41 0.39 0.36 0.35 0.41 0.59 0.38

資料：米国農務省全国農業統計局（USDA/NASS）

表９　米国産セルリーの対日輸出量および輸出額
（単位：トン、千米ドル、米ドル/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

輸出量 230 332 451 788 672 607 555 697 602 597 620 774 431
輸出額 166 319 387 661 526 533 534 635 511 400 417 594 315
単　価 0.72 0.96 0.86 0.84 0.78 0.88 0.96 0.91 0.85 0.67 0.67 0.77 0.73

資料：米国農務省海外農業局（USDA/FAS GATS Database）
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（２）トピックス 
　〜近年のレタスの生産概況〜

ア　米国の生産状況
米国のレタス生産の約８割は、カリフォ

ルニア州で行われており、同州とアリゾナ
州でほぼ全量が生産されている（図２）。
両州ともにレタスの生産量は、減少傾向に
あり、特にカリフォルニア州においては
2012年以降減少の一途をたどり、2015
年には280万トンを下回り、1998年の公

表以来2番目の低水準となった（図３）。
この要因として、干ばつによる作付面積の
減少や天候不順による作柄不良が挙げられ
る。給水制限が設けられた地域では、レタ
ス用圃

ほ

場
じょう

の休耕や他作物への転作が見ら
れ、2015年の作付面積は7.7万ヘクター
ルと、2012年比で15％減少した。

レタスの種類別に見ると、カリフォルニ
ア州およびアリゾナ州ともに生産量の過半
を結球レタスが占め、次にロメインレタス

（約３割）、リーフレタス（約１割）と続く。

表10　東京都中央卸売市場の米国産セルリーの入荷量および平均卸売価格
（単位：トン、円/kg）

2015年 2016年
12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

入 荷 量 25 13 15 23 26 25 25 26 27 26 32 33 37
卸売価格 178 290 309 228 215 222 208 204 201 209 214 210 212

資料：東京都中央卸売市場

カリフォルニア州 

アリゾナ州 

図２　レタスの生産地分布
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図３　レタスの生産量の推移

資料：ＵＳＤＡ

資料：機構作成



81野菜情報 2017.4

2015年のカリフォルニア州の結球レタ
スの平均単収は10アール当たり4.3トン
と、干ばつや天候不順に見舞われながらも、
比較的安定した水準で推移している（図
４）。このことからも、近年の結球レタス
の減産は、作付面積の減少に起因している
とされる。また、同州のロメインレタスの
単収は33トンとなった。

2015年のカリフォルニア州産の結球レタ
スの生産額は、前年比3.4％増の９億9596
万米ドル（１兆1354億円）と、生産者価格
の上昇により増加した（図５）。また、ロメ
インレタスは同15.3％増の６億9787万米ド
ル（7956億円）となった。同州では、干ば
つによる水価格の上昇や生産量の減少が、生
産者価格の上昇要因として挙げられている。

イ　カリフォルニア州で栽培されている主
な品種
カリフォルニア州で栽培されている結球

レタスの主な品種は、地域によって異なっ
ている。例えば、州南部などでは、アニー

（Annie）、バッバ（Bubba）、クルセーダー
（Crusader）、 ダ イ ア モ ン ド バ ッ ク
（Diamondback）、デザートスプリング
（Desert Spring）、 デ ザ ー ト ス ト ー ム
（Desert Storm）、ライトハウス（Light 
House）、レッドコーチ74（Red Coach 
74）、サンデビル（Sun Devil）などが栽
培されている。

また、セントラルコースト（モントレー
郡、サンルイスオビス郡、サンタバーバラ
郡、ベンチュラ郡など）では、ベイビュー

（Bay View）、ホールマーク（Hallmark）、
レ ガ シ ー（Legacy）、 レ ジ ェ ン ド

（Legend）、リバティ（Liberty）、ターゲッ
ト（Target）など、べと病などへの抵抗
性を持つ品種が主流となっている。

ウ　近年の対日輸出状況
日本の輸入結球レタスは、米国産と台湾

産がほぼ全量を占める（図６）。近年の結
球レタスの輸入状況を見ると、2011年に
台湾産が米国産を上回って以降、その差は
拡大している。2016年の台湾産結球レタ
スは8700トンと、米国産（5000トン）
の1.7倍となった。この背景には、輸送コ
ストが比較的安いことや緊急時の調達の便
利さ、葉の枚数の多さや歩留まりの良さ、
また日本企業による契約産地の育成および
生産指導があるとされている。米国産は周
年で輸入されているが、台湾産は主に冬場
の国産供給不足を補う形で輸入されてい
る。なお、その他のレタスにおいては、米
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図４　レタスの単収の推移

資料：ＵＳＤＡ
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国産が輸入量の約９割を占めている。

2015年以降の米国産結球レタスの対日
輸出量を見ると、2015年２月および３月
は、米国西海岸港湾の労使交渉難航の影響
により、非常に少なかった（図７）。一方、
同年７〜10月は、大手ハンバーガーチェー
ンが悪天候による国産の供給不足を受け

て、米国産を緊急輸入したことにより大き
く増加した。また、2016年の夏から秋に
かけて天候不順による日本国内のレタス価
格が高騰したことから、米国産の輸入が増
加した。
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図６　日本の結球レタス輸入量の推移

資料：財務省「貿易統計」
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図７　米国産結球レタスの対日輸出量の推移
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